別記様式第３号　変更後の土地改良事業計画の概要
県営東門寺地区土地改良事業（農用地の保全）変更計画概要書

１　計画変更の内容

	項目
	変更前
	変更後
	増減

	地域

地積

主要工事

工事着手及び完了予定時期

総事業費


	熊本県熊本市西区
河内町
75.2 ha
集水路　　3,152m
承水路　　1,854m

水兼農道　4,886m
平成15年
～平成30年
1,394,980千円
（うち事務費
66,428千円）
	熊本県熊本市西区
河内町
75.2 ha
集水路　　3,162m
承水路　　1,839m

水兼農道　4,918m

平成15年
～令和10年

1,932,000千円
（うち事務費
92,000千円）
	　－
0 ha
集水路　　　  10m

承水路　　  △15m

水兼農道　    32m

537,020千円

（うち事務費
25,572千円）


２　計画変更を必要とする理由
【事業費の変更】
（１）≪工法変更≫線形見直し及び付帯工の追加等に伴う事業費の増 （203,952千円の増）
相続処理問題による線形見直しや実施設計による付帯工（進入路や湾曲部）等追加の必要が生じた。また、現地掘削時に想定以上の転石が発生したため、破砕処理・処分が増となった。なお、経済性を考慮し、これに伴う盛土材の不足分については、購入土で対応する必要が生じた。
（２）≪測量・設計費≫線形見直しに伴う測量試験費の増　　　　　（115,234千円の増）
現地調査の結果、承水路での路線の廃止及び排水路の一部既設利用が可能となった。
（３）≪用地・補償費≫線形見直しに伴う補償費の増　　　　　　　 （91,892千円の増）

相続処理問題による線形見直しが必要となったため、果樹や倉庫の補償物件が追加

となり、用地補償費が増となった。
３　変更後の土地改良事業計画の概要

　（１）事業の目的
３つの小河川上流域にあたる樹園地地帯は急傾斜地ため、降雨時には畑地の低位部に雨水が集中し、畑の表土流亡を伴いながら水路の埋没、崩壊を生じている。そのため、本事業により排水施設を整備し、農用地の保全を図るものである。
　（２）施行に係る地域の所在、地積及び現況
本地区は、熊本市街より北方15kmに位置し、熊本市近郊の金峰山(665m)を中心とする、二の岳、三の岳等の山々と渓谷が造る自然美や、有明海の温暖な気候条件と有利な生産条件を活かして、古くからみかんや梨栽培を農業の経営の主幹として発展し、全国でも有数の産地が形成されている。しかしこの一帯は急傾斜地で、土質が火山灰性の壌土であるため、降雨時には表土の流出浸食が著しく、法面崩壊も随所に見られる状況にある。また、樹園地内道路も少なく、生産物および生産資材の搬出入、果樹への防除の作業等に苦慮し、営農に多大な労力を必要としている。
①地域の所在　　　熊本市西区河内町
②地積

	地　　目

市町村名
	現　況
	計　画

	
	田
	畑
(樹園地)
	道・水路
	その他
	計
	田
	畑
(樹園地)
	道・水路
	その他
	計

	熊本市
	（　）
	75.2
（75.2）
	（　）
	（　）
	75.2
（75.2）
	（　）
	75.2
（75.2）
	（　）
	（　）
	75.2
（75.2）

	
	（　）
	（　）
	（　）
	（　）
	（　）
	（　）
	（　）
	（　）
	（　）
	（　）

	計
	（　）
	75.2
（75.2）
	（　）
	（　）
	75.2
（75.2）
	（　）
	75.2
（75.2）
	（　）
	（　）
	75.2
（75.2）


　　③現況

１）地形
本地区は、熊本市の北部に位置し、地区内の標高は標高64m～373mからなる樹園地(みかん)中心の急傾斜地である。また、地区内の排水施設は未整備であり、降雨時には農地浸食等を繰り返している。

２）水利状況

　ａ　用水状況
該当なし
　ｂ　排水状況
本地区は、井芹川水系の、丸山谷川、貉谷川に流下している。地区内は急傾斜で排水施設がないため、シートエロージョン、ガリ浸食、耕作道の舗装下の崩壊等を繰り返し土砂等の流下を招き、現況水路、農地の崩壊被害の原因となっている。
３）道路状況
地区の北西部を県道・植木～河内港線が走り、中央部に拡幅計画中の市道。樹園地内の農道は非常に狭いコンクリート舗装になっており、全般的に勾配が急である。
４）営農状況
本地区は、熊本市街より北方15kmに位置し、熊本市近郊の金峰山(665m)を中心とする、二の岳、三の岳等の山々と渓谷が造る自然美や、有明海の温暖な気候条件と有利な生産条件を活かして、古くからみかんや梨栽培を農業の経営の主幹として発展し、全国でも有数の産地が形成されているが、農地の平均傾斜が15°以上と急傾斜地で、土質が火山灰性の壌土であるため、降雨時には表土の流出、浸食が著しく、法面崩壊も随所に見られ営農に多大な支障をきたしている状況である。
５）地域環境の状況
〇植物
みかん園と杉、檜の人工林が広がる地域である。自然林はほとんどないため、希少種の植物は見られない。
〇動物
中山間地であるため、ネズミ、モグラのほかタヌキ、ウサギ等の小動物が生息するが、希少種の動物は見られない。
〇景観
熊本市北西部の金峰山麓に位置し、傾斜にみかん園が広がる樹園地帯である。

　（３）基本計画

　　　①要旨
地区内の排水改良を行うため、集水路、承水路および水路兼用農道を整備する計画である。
集水路(L=3,162m)と承水路(L=1,839m)についてはコンクリート水路と二次製品水路にて、水路兼用農道(L=4,918m)の舗装部分についてはコンクリート舗装で水路側壁部は現場打コンクリート、法面部分については土羽とブロック積みの両方を用いる計画である。

　　　②事業別面積
全　体　面　積 ：　75.2ha
農地整備保全事業：　75.2ha
　　　③用水量及び排水量
用水量：該当なし
排水量：3.3242m3/s
　（４）工事計画
①承 水 路：等高線に対して、ほぼ平行に設置する(U型トラフ使用)。
また、一部既設及び新設の耕作道兼用水路として、広幅水路(平型水路B=2.0m)を計画する。
②集 水 路：承水路から流下する水を集めて、これを等高線に対して、ほぼ直角方向に排水する水路であり、その配置は、現地の調査及び地元からの聞き取りにより、現況、未改修水路を計画する。水路構造は、急傾斜地で且つ現況水路に即した曲線部の施工条件から現場打コンクリート水路として計画する。
③水兼農道：樹園地内の耕作道で浸食の度合いの高い路線及び耕作道としての利用価値が高い路線を水兼農道として整備する。構造は、コンクリート版に側壁を設けたタイプとし、幅員は2tトラック(W=1.7m)が自由に運行でき、かつ小型キャリーが離合可能な幅員3.0mとする。
　（５）環境との調和への配慮
本事業の排水路整備に留意する貴重種は確認されていないが、以下1)、2)について配慮を行う。
１）水路により生息域が分断しないよう、水路に蓋を部分的に設け野生生物が容易に通行できるようにし、また、水路に落下した生物が這い上がれるようスロープを設けるなど生物の生態に配慮する。
２）工事期間中に水路へ濁水が流出しないように注意する。
　（６）換地計画の要領

　　　　該当なし
（７）費用の概算
	項目
	金額
	備考

	主要工事費
	1,334,969千円 
(1,030,649千円)
	上段：変更後
下段：（変更前）

	測量及び設計費
	242,915千円 
(127,681千円)
	

	用地費及び補償費
	251,602千円 
(159,710千円)
	

	工事雑費
	10,514千円 
(10,512千円)
	

	小計
	1,840,000千円 
(1,328,552千円) 
	

	地方事務費
	92,000千円 
(66,428千円)
	

	総事業費
	1,932,000千円 
(1,394,980千円)
	


（８）事業の効果

	　　　　　　項　目

　　区　分
	年増加見込効果額
	年増加見込所得額

	作物生産効果
	20,825千円 　　
(11,050千円)　　
	16,963千円 　　
(9,523千円)　　

	維持管理費節減効果
	△1,714千円 　　
(△  987千円)　　
	749千円 　　
(  566千円)　　

	走行経費節減効果
	86,664千円 　　
(23,836千円)　　
	13,458千円 　　
(23,836千円)　　

	更新効果
	－ 千円 　　
( － 千円)　　
	－ 千円 　　
( － 千円)　　

	災害防止効果
	56,050千円 　　
(42,385千円)　　
	56,050千円 　　
(42,385千円)　　

	安定供給効果
	676千円 　　
( － 千円)　　
	 676千円 　　
( － 千円)　　

	合計
	162,501千円 　　
(76,284千円)　　
	87,220千円 　　
(76,310千円)　　


（９）地区を数区に分けた場合は、その旨及び理由
　　　該当なし
（10）他事業との関係
　　　該当なし
（11）計画概要図
　　　別紙添付
